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如し大理 瀬 谷 も 比
価教頼動状箆の布免の見妃と駅愚息をレビ1.-する. (A){あ した嵐 よ太研免合AcA･
如 年丸女のAの党友革靴 .､う恵塊{あも.
/.原3･f亀吉求箆の不や定吐
乎1系で(lLa.CAI-# て康をダf状絶 IiSs.tp嗣鮫の内o)状絶いらぬよ･J史 (I.井､払 bヾ
,た水性へ女帝すると考えられてJSも〆. CA,lC.食物〃男拳qb-JL)e)もの｡ヾIhJ潤 直し
F-_gf電子の不着良さ(こい与ん(･月もも4'と思われも.ミo)面いちo'j如すさ史要とrJうう｡






らO,澱扱いが勺､tj･)良くいろんfJ逆襲を敏明すう (倒 ムBB,ム5:b孝 対顔.長谷'Jl)
これは く7LF)bt/1･JいrJ･)･トさい為点間知見UIF bヾ あま･)i草て･rJ-為と思われも･
とこうbヾ田佃GL化谷渦 とい われもGSれJ {もドハース 嘲ー 刺され′々人 ｡ヾ yf圭L-0m 戸 d々
り 与,くパ ●皮線扱 く敏郎 ILも 仰 ･B)と､､われて虐ろ･一方/(>ド皮線 いち碍ら隼
ろ くnf)b〈/1･)大きくrJ･ることい与 , 加関知果i叔入れたときくれf>勺ヾi'うf/与の
い久々の蹄も上｡腺V,くニド前尊ポもれ てみちの小丸谷鹿軒 ミ催 すうと亀われも.三価k
h､わ^うね細 で.1当惑仙広也-FocAの正 しい適馴 ら胡締されろ液 (-.史F'oc叩 ふJ
banLL と仰 クC叫由れ AJ I-Ulld'laPて●ヤ以 すう者であもが･それ主′ぐンド度騎
0,止揚b､らt･の掛 -i Lく泉扱えう線 Lて水取 してVOく小帥今後｡細 であろう.Sn8` 0,





鼻 も奥里的rJ伽 一つであもGB6 ,-Jlての併細,A-市丸主軸卜問題且五着射 てみろ.
(JL下 血よLd/_AeiI-141て斉鼓すち) (俵藤牟盟)
T>TKI"･ラ領域 (pAw エ Lnceu de- んのム 他〆- )I;射て格玖
熟也も七･1 此ム C4AR の戎度佃と(てT～Tk進 み丘の鬼軌 で殆Lと.甘い破t減 耗
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ラ (え > C.j√ ).しか し スく0./の dLed cw fこれ較TちとC./くスくo･lS･Q)刺
K大き摘 伽であることがALJ,tA(T→OI-1胡あ甲qtdh LR値 ) b 太 くC･/ の
3ccPilc仇 から 久>0.i( ｡ /QQJkflcm tミ息女する. このb-i-･JQ'軸か ‡竣鉱 の破
lミ ス く Q./て･.はre/lJfcK上 ノミ席 て T < スOA q格碗L三は関与で1'略/QQl･r;07
Rondo ･bCaikiqg が鬼われろ bて ス>C･ガ .lて於 ては約孝か ェF'{あIJ(丁-3oA{
エ ン… ビーAny)(鮎 )rCtl乱 ､ふj7-ロ /ー此 CLa^ 2{ lてよ.て払,.Lb 櫛d 主音､
さでr1,,み乱藤軸果皇奇､寸として埋縛されも.rgる血痕軌条t･.賦与寸も塊か ユ (Lかもそ
のTKのibで大き-と3)'p-T.エム瓜 p141 を手す く例 GAll).この息如 ､日 れ ･1'
CLBLのP(T)の盟鱒とのlulミIよr" p op山 .87UのT-dtpbndenc･e 亘かtTね.ft'(う払
草砿率古文く o･/ ではni3{oKI F･あらと lた放血ck康 争乱とlてふ うbヾ′ス >♂･ス∫
ll紬 で(ユ敏郎 っヾかす一方x/丈'1 ズ > C.ユ∫ ど●不変とl､う奇骨rJ岨儀も暮す.,これは
&蛾 の嬢各も繍 {あうと､､うpr脇 吻 rJR泉鵬 ち 往 な原糸i)･こ山 こ射 て
はa pah絹 製 (rTは)¢旦舶 五経恥 よって/わ のpAhrTg必 中雀ナbヾ 一叫
血 を作 ,てP,の上 e-ccAia_L沌 反すると いうモデル{良く親切できる.二九一日 b熱
のふ g(T～JcK)的 サt･ii非碑は息軌 (巌 rL-(ああ加斗 鳩 目 )右 i,
ccnu tあら･Pt弘之皿 のOrJ紘 tlこのPah 叫 F7g戚 bYTlg里 (っ叫
句ce)qD隻舶 i作郎 1ってr;I:温もミと-てよる叫 型の血 (ム々 以 轡 A
血 の問愚と触 )と度解される(草釆)｡これと頗収の現象はG仏 で卓rTeAPL拡耳と
して現 れて慮る.そこ1･tェん払勘 こよ･jpic- LとのC,画布 効果とLて威 喝されて属 ろ
bヾ､よ･)朝顔甘柿軌bヾ史要であろう.ガ者動 ミよも弾描席数の温及変化 も皇牽引菅教主与
え.これも上乾モflLと才亀Lri･いく後藤)｡人工一皿鹿界で吸収〆見えriL､(AAeti
raAW れあ わヾ 発達しq匂い)と､うのるガ血毎製綿 の堵敏 {あう(･トお魚)･80cc追考亨
i,h r-.BL のTtの剰えも面白い絹敵書経叔する(薙 日日e
舶且 は-うんri息{I久子 eJ了見rl･超であった わヾ上か 鹿t･b軸 物 io)囚虜鹿風貌
磁性乾列としてふ管的な.息は度解される.これもヾ弱いオ ダーーの為-巌外慮 Lミよ.)鴇起さ
れたJR残瓜性的忍鹿 ‡能率 L:よ LJA最盛故vg旦鹿 オーダーやAnAa.n止 され乾布kJdも上帝
し鬼転移もよ･)乾くrd･ろという東食早良が畿喝されろ げ x).促し〝PIR:から碍られr･J
-ダー (3Ql主 e o))(尭1.日 とれ･組 から濁 られr-_オーダーくまf喜八塵日日 とQ)ネ-致
bY何t･.よるのり､(つま･)何畳見て居るのb､)と､､う間真如 約ヾ ｡丈上転pあ ぶ議,毛基
礎lこしr･jt聾も行J,れねばならぬ｡
鮎 は敵 と二次軸 て㈲ 放 てJS･･]･4.の真底 で四五線･ヌ塊 紺 -タ'-と謎 -
j(cn.k が互Jこ鑑%Lて腐る如 ･ある.再びや他言でみられ招 イ ー((ifQJ･'右打)
の4'Q)と〟PlRQ"･ターンbYcnbidu でなく唱i鹿オーダ 追ー含めてより瀦 L･い厨鼠
廿ヾ火事でj)ち.低温 (Tくo･Sk)ではあ 蛇 ん雅ん 的励転bヾdc山形戎 J-Jl･って比熱Is
rT(ト 3ccnJ/7nJkl日石野,催々泉){こ4'rLITk～`～′Ckのふんも j:ohio
l-j再塙が働 いて Q･tye/Ce他o)仰 mbnLb†馳 された碑の比叡を波及錦 した値 とL蛸 し
くceん旭読 Kcndo .遠点 をイfヮてる及然い て魂血KQnJoJ品 C'吐乳1頑A L-･線常レ
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て属 もことbヾ 余 る｡ 見 入ti.ンオ-ダーもkon& 血 が去礎 J･_あ.てイれJく鴇如 tたもQ)
である:Lbヾ分る.これIl心 地 Kon滋ザ 払 頒 並の阜史{'あら･終如 丁<Q･{J(
て､Tlt･JtJ倒すちい●,こhtJ序曲約日く依ねしノ不純神風LJQ'hcbu 粒nLb AC叫 に
ょもものと息J,れも.Tk水上の砿頑基加え与とこの頑 は消え本券4'残留抵坑 はズ～ o･1位
d)紙料{古都新 二.トきい 日 .hQcA 以下).htu tJ抵坑の温度変化(･-飢 てtエ今のjfr太
当(-Ji換nか Tろデー?.ま甘いbヾ.ヤlエリTlと考えられてRもがよ･)削 い寛政 もヾ故事で
ある｡
cABi淡外ドもいろいろrl･Ck一化細 が典故の'hw kcndQ的扱希い長泉T bY･名 の 中で
以下,)拘bヾ 碕lて鼓弓されも.
cesL.Gel,1半金属でたせC2キヶLJヤ-LICt曹･)数･/.と見積られ与.対称性いち.fr /レ
'ingと焚くミク･,ニケ毒 し ,(Plq･)～C.{{Vとれ -/LのEF と略同程度と{'･与. こ4'時
ム内山 kcnd.約線鼻いIlみられす■(瓜し.T.-/しの抵抗 は室温 から耳ht-jut:rJ, てJgもと い
う食塊で虎の〆-G里dM此k舛滋と似 た息bあら)代,て男尊瓜性 bく現われろ(高橋,
鮎 , せ良い 純 音は指と叫 LTF-d叫 の大きさはEF のル九泉度とみら
れちが,この塊令はtiは 8<鮎 ､数･/.I-H匂ら1'ム仙 んnん 的破轟いる示す.軌ミGSム
では AchCLp肋 勾 也 bてr,のmA74h 物 と兵舟すち｡
ckC",Silはok Kon& 的抜貴い4'後 Tc～atで駄 尊(ミ転希すら庵8)て輿 如 ろ
渦賃である(血太)･この堵呑i(Ondoム血'cLとCopa pah bTt'の凍l･一兵舟L確ふい tエ庵
N'て紫成乳 ､も- tヾ,I)*しい亀子次鴨へ尊くす能也もある｡庵hて鼻血世良はGJn,｡ヾ
Tk～tO紬 のふ佃AKorxb の後 TN～/Ok で一柳7-鮎 の血 打患エし′ 更∫･Jc～7尺で
超イ硝 Lこね希すい とを見出Lた.吏ft薪い､例として終わて興味温くエリ瀦細tJ御免bヾ
望まれる.
Jx上 dB地 鳥付し的夜阜いの大きr+.埼徴 はjfbuf上猟血のKon&血 の絡蛙が7k
迩膚小川 ondoム塊･d I:互も迄倖碑1れてr5与､長､であら｡基本 とrsもp-f,i-f滋 ね
が或璃各 はん此 Kcyd',成績令は具申威比ノ艮い其方的今泉趣相互作 用を与 えJbが■柑 ら
がL･Ld)掛 -J;t且l-1馳 して&与｡い,且lミ猟iして一方[-=LTようのh､, Aitま合与粗く聞直
してR与のb､,オ明の息もヾ多い･又後述の.T:-ラロン如患bヾohQZA KQndoJ'終比tく本削勺




ト o(ckを弟の磯執 ･.付 て(1チ.･よ卿 砿れ 初山淡 いらg他 動伺数hhwth 一如以
血ふ止れ へ , 更l-.え線凍れん也 kQ′止 血 左 へと変衷 LZ虐与が,最後のモデJLd最
大の∫,)*･=,d→gF共成見辛さふ丸{,r-･o鴫 #{考の鵜臥h･帝んど女/hLr+･い子
でぁち(適#).線束 l壬β為 (各号単数でJlrと.io'ヤ仰)bヾ典型的佃敏感動 く或はふ如
kondC型て■Tk～}CIC伍 )とカぇられてJif:七ヾ′ この解款 {､'Lo(,㍗(tzL与 netnaAlL
三価Gと凍えられて虐F<)がか ミ赦邑AKのTk壬碕っん叫 KQn.bJも点 ということIこrL
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･)やはLJ不亀鑑さbヾ残る.丸 電i{みられ与17のt='-71エ臥tくQeL{8みられて(るヰ
也 )7ェ ル ミ浄血鼻下の弱･､のbヾde.tu kQnん 功 dノ渡 Lt方のBでpQ叫 J仇〟･一e･L yf
ん滋 と考えられて来た,ヾ (温度変血Q'突破が専里されrJ･bヾ与今r-IL-brJ･されて虐f/い)a(,
{-Gで1菰義久ヱ74"'-787敦子は塊固絶息でGB`い司L･和知とすればあわて鼠いi-i
叫 (如 島いTk)圭3､すことL-rl･ろ･帥 価がゐ丘 Lrlu=とは牌を草薮 ′ 腐食工木
JLで一首の鬼女け らも鴇鴇されて凍r･J ,ヾ べ1ド的Eミ考iてもQ価としたか尊慮泉 がjJ
叫 ･;よってく71f)～/圭与え･汲いす一拍自称 :i,て角t,'G三極モデ/LIく帰ってしま
うこといちも予熱されも:とて･ある･o(一cc日 の楓1･ok kon品 頻 れ と凍えろこ
とは紛 烏味bl･あちとLtZ'iわれら.但しAでみた典型的oh Kcn&的液患いはみられす●七
しろno吻 AL CkQ佃 J:丘い扱希いb叫 られる･これはAの舶 l-ぬ してCAAh3{〆ふ払左-
… Ⅴリ紗 絹 て紬 が APん 担 泌 れ (称 二品伽鳥hdb励 )壬… ･t)衷鮎 や
てJSちと馬われろ. o(-a里のG一cc机Pル 九品 6線 々あも帥称 ミよ,ていfJ･)叉っr-:ti
酌 泉し, L不純渦成鳥也の纏めて臥 ､古のiある(GPd3品 )｡えAとのつ… t･)泉谷
もb､甘 リ争腺 {ある･又解bbtく述べrlように竺-β一㌢のつrJbヾIl仲 南 にも不自然であ
I)何か夏草rJ見落しのあもvT鮭tiもあち｡よ･)卑酌 的 碕乾bヾ見辛であろ｡
C.Gふ J型化か 匂､gf,くンドモヂ/レ
上進の級1･CiLZg価J-･Tすら考嚢にも滴ら化 sn,I-凍 てはド･ハース如射 ,測定さk,塞
Q)館長 tlCは 佃とすら,くンド計腰と良く谷うというミとなで教者されてJSろ く卿勅 ｡これは
β の0'-Ck里{･更':軸 jedwhn bt･旦車t-Js･パ UQLf)や jd奈の和 恵 凍{の
,Ilrモデルが And 加 われ 1く適飼九泉ちことをネ Lて膚ちとtFvゎれ 与 ., 然 し
化の拘如 み与とaSn,とO(一c製との鼻は称 て頻如 巾はlLく, CとChテコ■●･I-の間




のん 此 Kch& から也温のC(一cc友(JGtSn,坐-愛血するが,aSn3も高温はt Lう
ん似 kondTb的であろ･この衷神主通 じてよ')担 ム仰山 rJ･#渦性相 の凍 祓 イeJ寸
ろ廿､(伏上d,他 J何れは級的変化である)の直線t'皇車 とrE･われら.ス噛め(て述べr･h
与¢fポ舷O,不孝乱丁がL･tの鹿 fく鯛与 して慮るb＼も圭丸 fl.榔 lq与である.
享.ふ8'製鯛
ce化食物仇外L-.も佃鼓揺動的具翫 守､す嫡境は粗 くS叫 ,Eu,Td,YL化射 的 や ･.u･b
多く見おそれて局う.符 卜YふC3'Pルれあ をサ lヾ JこCkt･みられた凍rl･ふ叫 kcndL,杓級
鼻 い`皇子･Tbの増 せあいて,Gル各卸 拙 してと･の凍 な東泉丸 腰鮎 ､セヾあろれ,軸
fl･払較 ･S未納 い｡この息 i^d細蛸 鮎 望ヾまれる･E"叩 O-tLbo'fL･tJ価敵が3･細
くダfi伍釦 から二価 (¢fl岳か べ皇線的(;裁li不達線的成 仏する古山 で創 見丸さ
A(78㌔ ,完 志 言:警 諾 三･L5:'_1息 .!iT;Cs:霊 璃 忠 霊
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Sれ化令櫓 (sJ･HfL.LnJW ,sJ はyft J一色 たまH tは HJi〆あも･碕 ･く
Sれ8`∫:み ち^与鹿 q･31P 血 圭鼓す碑鮎 f/い ･ fueE Ilエ 廟 の 仰 押 AAPti一
浩 :,霊 T li,芸㌫ 三言㌶ 芸芸il,{,i-ニ笥 蒜 ,漂 鳥 霊芝;
<るaSH似r-.擬佃教感動婚儀であう,G一九谷軌 くrJ･い泉 も碑名cl･初 乳 エ5,nRL{代え
ざれ与的負群{ある｡D(下で.sS竹島 壬やtvt:i青書iLN,ち.
Sれ8iI-凍 てはSJ とS J が線 1.･Iのtb{(}足すろ最古凍型的TF狭い毛如 ･●4)佃故塊
勧状絶r-3)I),〃 糾 い EヾF上 Iこ舟たす与Jfj{あら･ ここでLl当鮭 chr 叫
終品止血 bヾ最ほ 如 役朗を演でろbヾ,それIてイ半,て獲七巾里4'ポ ーラロ>軸か 欄
与して現象も頻発 l-_rJ与.見?.･第-L-_考えihろO,bヾ康与争体水飴を作,て,iろ:とJ:∫
ろ効果で(あらゆる今林効果 , スク･)一二ンゲ知か んヾ ､烏味の Lf:-ラロン主作る.:の
ぞfl;lfi読 三 'bl.-i豊 訂岩詫 言窟 i慧 霊 慧 三怒 51'
,て泉扱われる打き間凱 ･あ,て決= 容易{はrJく, 本来鹿放き彼 が成立ち碑ちb､と･lう
小も明確Z･ばrd･い.如 金ヾ底 -ミ於もd-fクローン細且作恥 非金嵐 ミ於も紘 一bd (et
ink一品滋 )舶 Jこようクー ロン慮且作恥 よもス?I)-ニlγ{'これbヾRtiuf戸 OIV
摘 晶中の∫-/CLVIて下rる見たの忽凍7･ある.このうち後者O,加東 は単純 {あるbヾ,疏
i LJ.i凍え連絡 レベルを揖っ阜小ら通常のLT:-うロンI-J1 ､､線放,i如農 (乱鹿的)妄蒋ち
艶f:A,電摘 果等E･1号の効果重みr;･dィ,p-f叫 Iよ上音摘 果(こ1,て舶 E二
･Wムα されるが(Li1 -ラロン効果)′物 色体 さ･T:-ラロン加東る与えろ(.=次適盈
bT上髭散乱適温 lく対鬼する).史E-,通草の73/ン(A,尊的丸U･音響的)Li:一子ロン匂ヾあ･J
これも購 Iこ生者{即 ,軌;消 滅 ･凍 て･lopkaL′ふ仇 Pふ れ '-_1ゥてgfl{
AAq-み押Li血舶αpoathl主務,て局長 して しまう･嘘-のbl外はSq,Xy(X-S,
st,Te )で々の毛か･趣N'で虜舷 い.火 上 p-･1･JShCSの 吋 承知 及′くンrのrP'1
よC K濃度1-･七歳Qr 体 Qf,(ニド(.ミニドif旦いち求まち)tこttJして一府比上放 く,I,
てJ%ちbヾ′孝の少`仰山 f/吐乳 屑知慮丘雅 的 塵めて頗鑑でfu令T/R胤 よrl L､｡SJB
t･hろ1f鹿 ,くンド巾長も人目摺 執 エ34Pほ じて日 ､も尚低温の加 で金属的扱貴
い毛する虎B,横線{あい ヾミ九は又後{並べろ(溜谷).
Sれ8` 里男串ほ す拘如 JtJl-t地 下のS7qS,上甑sqX,,Tnse,YLB/I等があらが.
称 ;YbBl,はYbd (1fん&')､貯(ゲfd )とTAcF､CF ヒ対称的tl最も穐阜rl･泉r･あ
I),且っ効果がSM8iよ･)更I-.dd に規J,九も丸首埴p'て輿味来い渦頃であち(旦谷).
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pAL山ん Tmi の" 血息 の渡せ鬼如 束r･Iアクテナイド糸化せ軌 こか てlJ見出 され
てJSq･い.む しうo(-Ct里 tこ嶺奴の過怠が丸く見られるbヾCe私鑑詳 しい略合的胡乱 JrJ･い｡
U-化せ物の争くILむしろ Jd的ベ ンド{ デ Iレいちo)近似がよいと思われろ. irf約
め-わ れかサ bQみ bih& b､与4'並収のよいも0.1むしう耽 られ て`Ji与胤 く思われhbで
音引よその裁,(近似Q,い ､と .もわれもTh,Pq 里化せ渦U,p ,,U,AsyQ磯 舟的伺如 行いつ
フある｡ この水 洗はG5♭膏 血 と為似でRI-･p-f叫 b域 く甘,た場合 (-･当るbY,更･こ
結晶放且b<複粗で局汁的tこか L, S, 拍 向｡Sy対称主婦 ,た状略 の知 と= 全体 ｡Cwtb
Arnn毎` bヾ保たれてJiろこといら土でも伽止凍違1 ,々れ毛凍 っ嫡 晶動 必 cAaqgtA
〆p-1叫 の敏 郎 ･.tラニスからイBL･tみられrJLL､面色-鯛 吐領外みられろ く鳥人,
鈎太,什ナ泉).埼E･一義丸r･.よ･)見出された果断 くえ抱囲 (Tc火上GTcIく旦逢 すろ)1- も
格界現象的扱卑い-1Tc出身の異串rt珠舞い, 更 l-･は低温の異草根鼻ttとも関鼻毛椅ってJi
与と馬われも･ ここでもp-1物 叶藤性 の異極 卑-そ支払 して朗 と思われろが,
監 禁 三 雲訊 崇 言霊 三蒜 霊 左霊 誓 孟宗:_遠 .?.I.這誌 b?.
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